
第
18
回
年
金
者
文
化
展

今
年
も
年
金
者
の
文
化
展
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
２
回
に
わ
た

り
緑
・
青
葉
・
都
築
の
三
支
部
合

同
会
議
を
開
き
、
昨
年
か
ら
の
改

善
点
を
中
心
に
検
討
致
し
ま
し
た
。

開
始
か
ら
18
年
目
を
迎
え
る
今

度
の
文
化
展
は
、
２
年
越
し
の
コ

ロ
ナ
環
境
の
中
で
迎
え
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
高
齢
期
を
迎
え
た
私

た
ち
や
家
族
に
と
っ
て
は
、
「
感

染
の
重
症
化
」
「
家
族
感
染
の
引

き
金
」
な
ど
「
自
粛
の
強
制
」
が

社
会
的
に
も
は
た
ら
き
続
け
、
行

事
や
街
頭
行
動
の
延
期
や
中
止
、

会
議
の
分
散
な
ど
組
合
活
動
の
混

乱
や
停
滞
が
あ
り
ま
し
た
。

本
部
か
ら
の
「
自
粛
は
し
て
も

委
縮
は
し
な
い
」
と
共
に
「
組
合

員
の
命
が
最
優
先
」
の
指
示
が
背

骨
を
押
し
て
く
れ
ま
し
た
。

改
め
て
年
金
者
に
と
っ
て
の
文

化
展
を
重
要
行
事
と
し
て
取
り
組

ん
で
き
た
先
輩
諸
氏
の
熱
意
と
努

力
を
振
り
返
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
文
化
」
っ
て
何
？

広
辞
苑
に
よ
れ
ば
、
「
人
間

が
自
然
に
働
き
か
け
暮
ら
し
を
進

化
さ
せ
る
時
の
主
に

精
神
的
な
こ
と
を

文
化
と
呼
び
、
技

術
面
を
文
明
と
称

す
る
こ
と
が
多
い
」

と
書
い
て
あ
っ
た
。

私
達
の
年
金
生

活
に
と
っ
て
は
、

心
身
の
健
康
状
態

を
い
か
に
継
続
発

展
さ
せ
る
か
が
最

大
の
課
題
で
あ
る
。

衰
え
る
体
力
・

気
力
・
記
憶
力
を

長
持
ち
さ
せ
る
に

は
、
心
が
ほ
ぐ
れ
る

仲
間
、
夢
中
に
な
れ
る
新
し
い
チ
ャ

レ
ン
ジ
が
不
可
欠
で
あ
り
、
組
合

活
動
の
柱
「
仲
間
ふ
や
し
」
「
楽

し
い
サ-

ク
ル
」
は
こ
れ
に
応
え

る
も
の
で
あ
っ
た
。

コ
ロ
ナ

の
中
で
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高

齢
者
の
暮
ら
し
に
、
喜
び
を
見

つ
け
て
い
る
出
来
事
の
作
品
や

身
近
な
自
然
を
題
材
に
し
た

絵
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

「
土
恋
（
ど
っ
こ
い
）
畑
」

サ
ー
ク
ル
の
野
菜
類
に
、
畑

の
片
隅
に
咲
く
「
ウ
コ
ン
」

の
花
も
彩
り
を
加
え
、
年
金

者
な
ら
で
は
の
文
化
展
に
な

り
ま
し
た
。

９
月
号
で
紙
上
文
化
展
を

特
集
致
し
ま
す
の
で
。
皆
さ

ん
の
力
作
を
御
覧
下
さ
い
。

齋
藤

健
（
長
津
田
）
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支部組合員

１９１名

男 ８０名

女１１１名

９
月
の
三
支
部
合
同

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

「子
ど
も
の
国
」

＊
期
日
：
９
月
20
日
（
月
・
祝
）

＊
集
合
：
10

時
15
分

子
ど
も
の
国
正
面

電
車
…
長
津
田

９
時
49
分

バ
ス
…
十
日
市
場

９
時
40
分

バ
ス
…
青
葉
台

10
時

現
上
皇
様
ご
夫
妻
の
ご
成
婚
に

際
し
寄
せ
ら
れ
た
お
祝
い
金
の
使

途
を
「
子
ど
も
達
の
た
め
に
」
と

希
望
さ
れ
第
二
次
世
界
大
戦
中
、

そ
し
て
朝
鮮
戦
争
時
米
軍
の
弾
薬

庫
と
し
て
使
わ
れ
た
跡
地
を
整
備

し
、
１
９
６
５
年
５
月
５
日
「
子

ど
も
の
国
」
と
し
て
開
園
。

園
内
に
は
「
平
和
の
碑
」
「
弾

薬
庫
跡
」
「
無
名
戦
士
の
像
」
な

ど
が
あ
る
。

解
散
…
12
時

参
加
費
１
０
０
円

（
写
真
、
資
料
代
）

飲
み
物
、
敷
物
…
持
参

＊
お
問
合
せ
…

船
木

０
４
５-

９
０
１ｰ

６
６
７
３

一
人
の
喜
び
は
み
ん
な
の
喜
び

年
金
署
名
宣
伝
の

お
知
ら
せ

期
日
：
９
月
10
日
（
金
）

時
間
：
10
時
～
11
時

場
所
：
十
日
市
場
駅
南
口

多
く
の
方
の
参
加
お
願

い
し
ま
す
。

パ
ン
フ
配
布
や
宣
伝
幕

の
展
示
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

問
合
せ
：
中
山
裕
子

０
９
０
‐
９
２
０
９
‐
４
９
３
２

よ
う
こ
そ
新
し
い
仲
間

＊
原

麗
子
（
長
津
田
）

＊
田
畑

健
一
（
長
津
田
）

＊
小
田

正
則
（
長
津
田
）

＊
東
郷
丈
博(

十
日
市
場
町)

＊
田
中
晃
子(

十
日
市
場
町)
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第
13
回
の
公
判
が
26
日
に

開
か
れ
ま
し
た
が
、
原
稿
が

間
に
合
わ
ず
裁
判
の
現
状
報

告
と
動
き
に
つ
い
て
掲
載
致

し
ま
す
。

年
金
裁
判
全
国
状
況

地
裁
関
係

Ａ
．
地
裁
不
当
判
決

29
地
裁

Ｂ
．
地
裁
判
決
予
定

２
地
裁

Ｃ
．
地
裁
結
審
予
定

６
地
裁

Ｄ
．
そ
の
他
２
地
裁

高
裁
関
係

29
組
合
が
高
裁
で
公
判
中

Ａ
．
不
当
判
決
上
告
せ
ず

青
森
事
案
仙
台
高
裁

Ｂ
．
審
議
中

12
高
裁

Ｃ
．
審
議
予
定

６
高
裁

Ｄ
．
審
議
日
程
未
定

10
高
裁

神
奈
川
事
案
東
京
地
裁
は

来
年
２
月
７
日
に
結
審
の
予

定
で
す
。

相
次
ぐ
不
当
判
決
の

共
通
特
徴

「
憲
法
25
条
の
無
視
の
宣
言
」

全
日
本
年
金
者
組
合
の
第

25
回
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
、

年
金
裁
判
関
係
の
来
賓
と
し

て
出
席
さ
れ
ま
し
た
弁
護
士

の
加
藤
健
次
さ
ん
の
話
し
を

抜
粋
し
て
掲
載
致
し
ま
す
。

相
次
ぐ
不
当
判
決
に
共
通

す
る
特
徴
は
、
ま
ず
１
つ
め

に
日
本
で
は
憲
法
25
条
も
使

わ
な
い
、
国
際
的
に
議
論
し

て
い
る
人
権
規
約
も
使
わ
な

い
、
そ
れ
を
裁
判
所
が
宣
言
、

し
て
し
ま
っ
て
い
る
、
本
当

に
恥
ず
か
し
い
事
態
が
続
い

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

２
つ
め
は
年
金
受
給
者
の

生
活
が
大
変
か
、
減
額
が
生

活
に
困
難
を
も
た
ら
し
て
い

る
か
を
立
証
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
裁
判
官
は
、
こ
と

ご
と
く
そ
の
被
害
の
事
実
を

無
視
し
て
い
ま
す
。
生
活
の

視
点
を
ま
っ
た
く
欠
如
し
た

判
決
が
続
い
て
い
ま
す
。

３
つ
め
は
、
国
や
行
政
は

い
ろ
ん
な
理
屈
を
つ
け
て
、

社
会
保
障
の
水
準
を
切
り
下

げ
よ
う
と
し
ま
す
。
そ
れ
に

対
し
て
、
憲
法
と
人
権
と
か

あ
る
い
は
決
定
手
続
き
の
問

題
と
か
、
様
々
に
検
証
し
て
、

人
権
を
優
先
し
て
判
断
を
行

う
、
こ
れ
が
裁
判
所
の
役
割

の
は
ず
で
す
。

し
か
し
そ
の
役
割
を
ま
っ

た
く
自
覚
し
て
ま
せ
ん
。

政
府
の
言
い
分
を
そ
の
ま

ま
引
用
し
て
判
決
を
出
し
て

る
だ
け
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
一

緒
に
闘
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

年

金

裁

判

関

連

ニ

ュ

ー

ス

49

年
金
裁
判

第
12
回
公
判
報
告
⑨

年
金
裁
判
の
第
14
回
公
判

証
人
尋
問
第
２
日
目

期
日
：
９
月
13
日
（
月
）

時
間
：
13
時
30
分

場
所
：
東
京
地
裁

集
合
：
詳
細
は
別
途

８
月
は
お
休
み
で
し
た
。

９
月
の
予
定
…
輪
踊
り

講
師
…
諸
久
子
さ
ん

日
に
ち
…
９
月
２
日
（
木
）

時
間
…
午
後
1
時

費
用
…
２
０
０
円

場
所
…
地
区
セ
ン
タ
ー

＝
キ
ャ
ベ
ツ
の
効
用
＝

（
胃
の
ポ
リ
ー
プ
が

消
え
ま
し
た
）

私
は
、
毎
朝
４
分
の
１
個

位
の
湯
通
し
キ
ャ
ベ
ツ
を
食

べ
て
い
ま
す
。

鍋
に
湯
を
沸
か
し
沸
騰
し

た
ら
火
を
止
め
て
細
切
キ
ャ

ベ
ツ
を
投
入
し
３
秒
位
か
き

混
ぜ
て
、
ざ
る
に
上
げ
ま
す
。

軽
く
絞
り
器
に
そ
の
半
分

を
入
れ
、
リ
ン
ゴ
４
分
の
１

を
細
切
に
し
て
ト
ッ
ピ
ン
グ
、

黒
酢
を
少
々
入
れ
、
オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
を
た
ら
し
、
か
き

混
ぜ
て
食
べ
ま
す
。

こ
れ
が
と
て
も
美
味
し
く

て
飽
き
ま
せ
ん
。
そ
の
お
か

げ
で
し
ょ
う
か
、
胃
の
ポ
リ
ー

プ
が
消
え
ま
し
た
。

４
〜
５
年
前
か
ら
胃
の
検

査
の
所
見
が
「
多
発
性
ポ
リ
ー

プ
」
で
し
た
が
思
わ
ぬ
結
果

で
良
か
っ
た
で
す
。

＝
こ
ん
な
料
理
も
＝

・
キ
ャ
ベ
ツ

・
豚
肉
（
薄
切
）

・
塩
、
コ
シ
ョ
ウ
、
酒

う
す
切
り
豚
肉
を
広
げ
、

千
切
キ
ャ
ベ
ツ
を
の
せ
、
塩

こ
し
ょ
う
を
ふ
り
、
肉
で
巻

く
。
皿
に
並
べ
酒
を
ふ
り
ラ
ッ

プ
し
、
レ
ン
ジ
に
入
れ
ま
す
、

３
分
位
で
出
来
上
が
り
。

・
シ
ソ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
＋

葱
の
み
じ
ん
切
＋
ゴ
マ
油

で
ソ
ー
ス
を
作
り
か
け
て

も
美
味
し
い
。

日
下
田
崇
子
（
長
津
田
）

堀
越
良
枝

竹
山

☎
９
３
４
ー
２
７
８
９

女
性
部
の
ニ
ュ
ー
ス



１
．
年
金
制
度
の
改
悪

①
年
金
積
立
金
は

年
金
受
給
者
の
財
産

（
運
用
は
リ
ス
ク
回
避
で
）

安
倍
政
権
が
２
０
１
３

年
１
月
に
ス
タ
ー
ト
し
て
、

ま
ず
手
が
け
た
の
は
我
々

の
命
の
元
で
あ
る
年
金
積

立
金
の
運
用
に
リ
ス
ク
管

理
を
無
視
し
た
国
内
外
株

式
投
資
の
割
合
を
50

％
へ

引
上
げ
を
実
現
さ
せ
、
２

０
１
４
年
12

月
の
衆
議
院

選
挙
に
合
わ
せ
、
株
価
操

作
を
年
金
積
立
金
で
行
い

株
式
を
大
量
に
日
銀
を
一

緒
に
買
い
あ
さ
り
株
価
を

２
万
円
の
大
台
に
乗
せ
、

総
選
挙
に
自
民
公
明
が
大

勝
し
た
。

そ
れ
以
降
政
権
の
思
う

が
ま
ま
に
株
価
操
作
を
行

い
、
政
権
維
持
に
使
っ
て

い
る
。

異
常
な
株
式
市
場
で
す
。

②
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

を
初
め
て
発
動

（
30
年
続
く
年
金
引
き
下
げ
）

２
０
１
５
年
前
年
の
消

費
税
引
き
上
げ
と
原
油
高

に
よ
る
物
価
上
昇
を
受
け
、

年
金
の
長
期
安
定
を
目
論

み
少
子
化
が
進
み
、
現
役

世
代
の
負
担
が
増
え
る
と

し
て
作
ら
れ
た
「
マ
ク
ロ

経
済
ス
ラ
イ
ド

」
を
初
め
て
発
動
、
以
後

計３
回
発
動
さ
れ
合
計
１
・

６
％
減
額
、
２
０
１
６
年

度
か
ら
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
の
未
調
整
分
（
２
０

１
８
年
度
は
▲
０
．
３
％
）

は
翌
年
度
以
降
に
繰
り

越
さ
れ
、
賃
金
変
動
率

が
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
年

に
ま
と
め
て
年
金
が
減

額
さ
れ
ま
す
。

少
子
化
対
策
は
非
正
規

労
働
者
の
正
規
社
員
化

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

の
少
子
化
は
小
泉
政
権
に

非
正
規
労
働
者
の
職
種
が

全
て
規
制
が
解
除
さ
れ
、

低
賃
金
の
非
正
規
労
働
者

や
外
国
人
労
働
者
の
規
制

緩
和
に
よ
り
賃
金
体
系
が

根
本
か
ら
改
善
す
る
事
が

重
要
で
あ
る
。

労
働
者
の
全
て
が
厚
生

年
金
へ
の
加
入
実
現
を
図

り
、
誰
も
が
豊
か
な
生
活

基
盤
を
築
く
事
が
可
能
な

世
の
中
に
。

③
「
年
金
カ
ッ
ト
法
」
で

年
金
支
給
額
更
に
減
額

へ

２

０

２

１

年

度

か

ら

「
年
金
改
定
ル
ー
ル
」
に

よ
り
、
賃
金
が
物
価
変
動

率
を
下
回
っ
て
い
る
と
し

て
０
・
１
％
減
額
さ
れ
ま

し
た
。

以
上
の
三
項
目
の
実
質

年
金
額
は
計
６
・
４
％
減

額
、
今
後
も
こ
れ
ら
の
年

金
減
額
法
に
よ
り
更
に
減

額
が
進
み

今
後
数
十
年
現
在
の
自
公

政
権
が
続
く
限
り
、
年
金

の

減

額

は

続

き

ま

す
。

２
．
社
会
保

障
の
改
悪

①
介
護
保
険

制
度
の
改
悪

◎
２
０
１
５
年
４
月
よ
り
、

原
則
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
）

へ
の
新
規
入
所
者
を
、
要

介
護
３
以
上
の
高
齢
者
に

限
定
し
て
高
齢
者
の
不
安

増
大
。

◎
２
０
１
８
年
の
改
正
で

所
得
が
高
い
人
の
サ
ー
ビ

ス
利
用
料
の
自
己
負
担
割

合
が
増
加
し
ま
し
た
。

改

正
前
は
、
所
得
に
応
じ
て

１
割
も
し
く
２
割
負
担
で

し
た
が
、

最
大
３
割
負
担

と
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

②
後
期
高
齢
者
の
医
療
費

◎
２
０
２
１
年
後
期
高
齢

者
の
医
療
費
窓
口
負
担
を

２
割
に
す
る
「
自
己
負
担2

割
」
改
革
法
が
成
立

来
年

22

年
度
後
半
か
ら
ヶ
起
用

さ
れ
ま
す

年
金
減
額
、
社
会
保
障

の
改
悪
は
、
自
公
政
権
が

存
続
す
る
限
り
続
き
ま
す
。

野
党
共
闘
の

民
主
政
権
の
実
現
を

こ
の
悪
の
連
鎖
を
断
ち

切
る
に
は
、
こ
の
秋
行
わ

れ
る
衆
議
院
選
挙
で
野
党

共
闘
の
民
主
政
権
を
誕
生

さ
せ
る
以
外
に
あ
り
ま
せ

ん
。失

政
を
繰
り
返
す
菅
自

公
政
権
を
終
わ
ら
せ
ま
し
ょ

う
。

（３）第１３３号 ねんきんよこはま みどり ２０２１年８月２７日

自
公
政
権
の
長
期
に
渡
る
年
金
制
度
や

社
会
保
障
の
改
悪
に
終
止
符
を

菊
谷
博
明
（
三
保
町
）

次
回
の
衆
議
院
選
挙
で
野
党
共
闘
政
権
の
誕
生
で

年
金
制
度
や
社
会
保
障
の
充
実
実
現
へ

野
党
共
闘
の
候
補
者
を
応
援
し
よ
う



疣

（
い
ぼ

）
地

蔵

文
・
絵

堀
越
万
吉

（
竹
山
）

い
ぶ
き
野
の
い
ぼ
地
蔵
を

た
ず
ね
た
。
岩
川
の
ほ
と
り
、

い
ぶ
き
野
バ
ス
停
か
ら
下
長

津
田
の
方
へ
向
か
っ
て
右
手

に
そ
れ
は
あ
る
。

い
ぼ
で
悩
ん
で
い
る
人
が

お
参
り
す
る
と
、
き
れ
い
に

取
れ
る
と
の
霊
験
が
あ
る
、

と
さ
れ
て
き
た
。
別
名
松
か

さ
地
蔵
と
も
言
わ
れ
て
き
た
。

願
掛
け
を
し
て
、
病
気
が
治
っ

た
時
に
は
お
礼
参
り
を
す
る

の
が
通
例
で
、
絵
馬
や
幟
を

奉
納
す
る
こ
と
が
多
い
様
だ

が
、
こ
こ
は
祈
願
者
の
年
齢

だ
け
松
か
さ
を
糸
で
通
し
、

奉
納
す
る
と
い
っ
た
習
わ
し

が
、
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き

た
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
小

石
で
痛
い
と
こ
ろ
を
こ
す
る

田
奈
の
椎
の
木
地
蔵
の
木
地

蔵
、
虫
歯
を
治
し
て
く
れ
る

白
山
様
（
長
津
田
一
ー
二
十

四
）
、
目
を
治
し
て
く
れ
る

お
地
蔵
様
（
長
津
田
大
林
寺

墓
地
内
）
な
ど
あ
る
が
、
何

と
い
っ
て
も
薬
事
如
来
を
安

置
す
る
寺
院
へ
の
参
詣
で
あ

ろ
う
。
と
り
わ
け
鶴
見
川
、

恩
田
川
流
域
に
広
が
る
寅
薬

師
（
十
二
年
に
一
回
、
寅
年

に
開
扉
さ
れ
る
）
二
十
七
寺

院
で
あ
る
。
人
生
に
と
っ
て

四
苦
（
生
、
老
、
病
、
死
）

は
昔
の
人
も
現
代
の
者
も
ど

う
受
け
止
め
る
か
、
安
心
を

得
る
か
、
共
通
の
課
題
の
ひ

と
つ
で
は
あ
る
。

（４）第１３３号 ねんきんよこはま みどり ２０２１年８月２７日

緑

区

散

歩

⑤

八
月
の
詩

平
等
の
幸
せ
こ
そ
文
化

岩
田
幸
枝
（
霧
が
丘
）

熱
風
の
八
月

茂
っ
た
公
園
の
森
が

手
に
届
く
よ
う
に
ガ
ラ
ス
戸

に
迫
っ
て
見
え
る

黄
土
色
の
葉
も
ま
じ
り

一
条
の
風
も
通
さ
な
い
程

の
け
だ
る
さ
で
あ
る

こ
こ
に
住
ん
で
二
十
年

あ
と
何
年
の
命
か
と
云
う

と
こ
ろ
ま
で
生
き
て
来
た
私
だ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
開
か
れ
た
が
こ
の
コ
ロ
ナ
の
中

で
金
銀
メ
ダ
ル
獲
得
の
涙
を
見
な
が
ら

心
か
ら

爽
や
か
に
報
道
を
き
き
た
い
感
が
す
る

南
ス
ー
ダ
ン
の
選
手
の
４
人
は
「
選
手
村
に
入
り
嬉

し
い
！
日
本
に
感
謝
し
て
い
る
…
」
と
云
っ
た

南
ス
ー
ダ
ン
で
は
内
戦
で
国
民
の
１
／
３
が
難
民
で

あ
る

国
の
代
表
で
な
い
難
民
選
手
団
２
９
人
の
中
の
４
人

だ
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
各
国
の
人
々
と
競
い
合
う
国

際
的
競
技
。
国
の
代
表
に
な
れ
な
い
の
は
残
念
だ

難
民
と
は
悪
い
人
達
で
は
な
い

自
ら
の
選
択
で
国
か
ら
離
れ
た
の
で
な
い

み
ん
な

い
い
人
間
と
同
じ
だ
」
と
憂
い
て
い
る

人
間
こ
そ
平
等
に
幸
せ
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
る
ま
い

こ
れ
を
心
の
底
か
ら
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
！



７
月
24
日
（
土
）

14
名
参
加

＊
分
水
し
、
各
掘
に
用
水
を

提
供
出
来
る
よ
う
に
造
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
技
術
は
当
時

と
し
て
は
、
最
も
理
想
的
な

か
つ
正
確
な
自
然
分
水
方
式

の
一
つ
だ
っ
た
。
先
人
は
す

ご
い
、
猛
暑
の
中
、
年
金
者

組
合
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様

で
し
た
。

（
青
葉

本
川
）

＊
溝
の
口
か
ら
大
し
て
遠
く

な
い
所
に
こ
ん
な
素
晴
ら
し

い
用
水
路
と
分
水
施
設
が
あ
っ

た
と
は
。
水
辺
の
散
策
で
暑

さ
も
少
し
し
の
げ
ま
し
た
。

（
都
筑

高
橋
）

＊
農
業
用
水
と
し
て
の
役
割

は
終
え
た
と
の
こ
と
で
す
が

４
０
０
年
に
渡
っ
て
流
れ
る

こ
の
用
水
を
も
っ
と
現
代
の

人
に
見
て
欲
し
い
で
す
。

（
都
筑

友
清
）

＊
ア
ッ
チ
ー
！

「
円
筒
分
水
」
昔
の
人
の
知

恵
と
苦
労
を
感
じ
ま
し
た
。

用
水
路
を
泳
ぐ
鯉
や
小
魚
が

涼
し
そ
う
で
、
う
ら
や
ま
し

か
っ
た
。
（
都
筑

山
崎
）

＊
二
ヶ
領
用
水
、
始
め
て
知

り
ま
し
た
。
昔
の
人
は
水
路

平
等
に
行
き
渡
る
様
、
実
物

を
見
て
感
心
で
す
。
暑
さ
の

中
、
水
の
流
れ
に
そ
っ
て
歩

く
と
涼
し
く
ち
ょ
っ
と
気
分

転
換
を
！
楽
し
か
っ
た
。

（
青
葉

飯
田
）

＊
二
ヶ
領
用
水
久
地
円
筒
分

水
は
す
ご
い
。

江
戸
時
代
の
川
崎
領
と
稲

毛
領
に
ま
た
が
っ
て

流
れ
て
い
る
こ
と
に

由
来
し
て
お
り
、
神

奈
川
県
下
で
最
も
古

い
人
工
用
水
の
一
つ
。

こ
の
円
筒
分
水
は
、

昭
和
16
年
に
農
業
用

水
の
正
確
な
分
水
管

理
の
出
来
る
分
水
装

置
と
し
て
、
円
筒
分

水
を
方
式
を
採
用
し

四
つ
の
掘
り
に
均
等

に
水
が
流
れ
る
様
に

作
ら
れ
た
。

と
に
か
く
暑
い
、

熱
い
に
近
い
、
溝
の

口
駅
を
出
た
ら
、
い

き
な
り
道
路
が
ビ
シ
ョ
ぬ
れ
！

か
な
り
の
大
雨
だ
っ
た
ら
し

い
！

円
筒
分
水
に
着
い
た

時
は
、
も
う
汗
だ
ら
け
だ
っ

た
。し

か
し
、
賢
い
人
が
よ
ー

く
考
え
て
作
っ
た
だ
け
あ
っ

て
水
争
い
が
ピ
タ
リ
と
や
ん

だ
ん
だ
ね
大
し
た
も
ん
だ
。

（
緑

Ｋ
）

＊
９
時
40
分
は
、
狐
の
嫁
入

り
？
土
砂
降
り
…
10
時
10
分

見
る
間
に
晴
れ
上
が
っ
た
。

二
ヵ
領
用
水
沿
い
の
石
畳

の
歩
道
を
川
を
覗
き
な
が
ら

歩
く
。
暑
い
！
。

時
々
さ
わ
や
か
な
風
。

円
筒
分
水
近
く
の
橋
の
下

に
、
大
き
な
鯉
が
た
く
さ
ん

群
れ
て
い
た
。

５
０
０
年
前
に
つ
く
ら
れ

た
灌
漑
用
水
、
か
つ
て
は
飲

料
水
、
工
業
用
水
に
使
わ
れ

現
在
で
も
環
境
用
水
と
し
て

生
き
続
け
て
い
る
。

そ
し
て
円
筒
分
水
、
こ
ん

な
ア
イ
デ
ア
は
ど
こ
か
ら
生

ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
？

80
年
前
、
そ
れ
に
応
え
た

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
製
造
技

術
も
端
倪
す
べ
き
も
の
が
あ

る
。
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず

で
し
た
。

（
青
葉

船
木
）

（５）第１３３号 ねんきんよこはま みどり ２０２１年８月２７日

三
支
部
合
同
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

二
ヶ
領
用
水
「
久
地
円
筒
分
水
」

田
螺
（
タ
ニ
シ
）
の

味
噌
汁

材
料

（
二
人
分
）

タ
ニ
シ

５
〜
７
個

太
ネ
ギ
か
茗
荷

適
当

味
噌

適
当

作
り
方

（
二
人
分
）

１
鍋
に
水
を
入
れ
る

２
タ
ニ
シ
を
入
れ
点
火

３
煮
え
立
ち
始
め
た
ら
火
を

弱
め
る
。

４
味
噌
を
入
れ
完
了
。

＊
タ
ニ
シ
は
恩
田
川
か
、
そ

の
支
流
か
ら
田
ん
ぼ
に
取

入
れ
口
で
探
す
と
見
つ
か

り
や
す
い
。

泥
を
吐
き
出
さ
せ
る
た
め

３
〜
５
日
ほ
ど
真
水
に
さ

ら
す
。

斎
藤

健

（
長
津
田
）

私
の
郷
土
料
理

得
意
料
理

46



（６）第１３３号 ねんきんよこはま みどり ２０２１年８月２７日

川

柳

の

会

・
大
谷
く
ん
私
も
欲
し
い
よ
顔
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
・
・
古
野
幸
子

・
笑
み
浮
か
べ
免
疫
力
を
高
め
よ
う
・
・
・
・
・

〃

・
金
メ
ダ
ル
感
染
者
数
と
比
例
し
て
…
・
・
・
・
山
地
敏
子

・
支
店
長
家
で
は
妻
に
席
ゆ
ず
り
・
・
・
・
・
・
・
〃

・
異
常
気
象
通
常
と
な
る
令
和
な
り
…
・
‥
・
・

〃

・
宣
言
も
こ
れ
だ
け
だ
せ
ば
馬
耳
東
風
‥
‥
・
・
菊
谷
博
明

・
や
る
気
あ
り
さ
れ
ど
身
体
は
別
も
の
だ
・
・
・
・
〃

・
義
歯
忘
れ
診
療
不
可
で
ま
た
明
日
・
・
・
・
・
・
〃

・
帰
り
道
知
ら
な
い
人
に
声
か
け
ら
れ
‥
・
・
・
中
山
裕
子

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
努
力
金
メ
ダ
ル
…
‥

〃

・
感
染
者
多
し
若
人
に
ワ
ク
チ
ン
を
・
・
・
・
・
・
〃

・
人
出
多
し
ど
こ
吹
く
風
よ
コ
ロ
ナ
禍
は
‥
・
・
斎
藤
照
子

・
た
っ
ぷ
り
と
水
を
含
ん
だ
積
乱
雲
・
・
・
‥
‥

〃

・
な
に
株
？
そ
の
株
高
騰
困
る
だ
に
…
・
‥
・
・

〃

２

０

２

１

年

役
員
会
報
告
（
第
８
回
）

８
月
の
経
過
報
告

６
日
（
金
）
12
時

役
員
会
議
、
編
集
会
議

13
日
（
金
）
10
時
長
津
田

年
金
者
駅
頭
宣
伝

19
日
（
木
）
９
時
文
化
展

準
備

20
日
（
金
）
〜
23
日
（
月
）

第
18
回
文
化
展

20
日
（
金
）
12
時

四
役
会
議
、
編
集
会
議

地
区
セ
ン
タ
ー

23
日
（
月
）
15
時

文
化
展
終
了
、
片
付
け

27
日
（
金
）
10
時

１
３
３
号
印
刷
発
行

地
区
セ
ン
タ
ー

９
月
の
日
程

３
日
（
金
）
12
時
役
員
会
議

編
集
会
議
、
地
区
セ
ン
タ
ー

10
日
（
金
）
10
時
十
日
市
場

年
金
者
駅
頭
宣
伝

17
日
（
金
）
12
時
四
役
会
議

編
集
会
議
、
地
区
セ
ン
タ
ー

24
日
（
金
）
10
時

１
３
４
号
印
刷
発
行

地
区
セ
ン
タ
ー

【
編
集
後
記
】

八
月
は
六
日
、
九
日
、
十
五

日
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
反

核
平
和
を
祈
り
誓
う
月
と
思
っ

て
い
ま
す
。

特
に
今
年
は
一
月
に
核
兵
器

禁
止
条
約
が
発
効
し
核
兵
器
の

禁
止
が
世
界
の
ル
ー
ル
に
な
り

ま
し
た
。

広
島
、
長
崎
の
平
和
式
典
で

市
長
が
締
約
国
、
批
准
を
迫
り

ま
し
た
が
菅
首
相
は
批
准
し
な

い
と
明
言
。
広
島
で
は
原
稿
の

肝
心
な
一
ペ
ー
ジ
を
読
み
飛
ば

し
、
ひ
ん
し
ゅ
く
を
か
い
ま
し

た
。終

戦
時
、
私
は
二
歳
一
〇
ヶ

月
、
戦
争
の
記
憶
は
ま
っ
た
く

あ
り
ま
せ
ん
。
小
学
生
の
頃
講

堂
で
見
た
映
画
「
広
島
」
大
変

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
良
く
夢
を

み
ま
し
た
。

式
典
で
の
被
爆
者
の
発
言
は

映
画
と
重
な
り
ま
す
。
被
爆
者

の
健
康
と
世
界
の
平
和
を
願
っ

て
い
ま
す
。

藤
本
嘉
勝
（
三
保
町
）

＊
五
目
並
べ
、
ハ
サ
ミ
将
棋

あ
り
、
気
楽
に
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。

＊
勝
負
は
白
黒
、
勝
敗
を
つ

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

大
局
観
、
読
み
の
力
量
で
決

ま
り
ま
す
。
自
分
は
ま
だ
ま

だ
実
力
不
足
な
の
で
毎
日
詰

将
棋
、
詰
碁
を
解
い
て
い
ま

す
。

（
Ｍ
生
）

＊
駒
の
動
か
し
方
は
わ
か
り

ま
し
た
。
一
手
詰
め
、
二
手

詰
め
に
苦
戦
し
て
い
ま
す
。

（
Ｙ
子
）

＊
Ｔ
Ｖ
（
囲
碁
将
棋
講
座
）

昇
級
、
昇
段
コ
ー
ス
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
（
Ｓ
男
）

＊
藤
井
聡
太
、
二
冠
の
棋
譜

を
並
べ
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。

八
冠
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
棋
友
）

サ
ー
ク
ル
紹
介
⑦

囲
碁
将
棋
サ
ロ
ン



卓球サークル

期 日…毎週 火・木曜日

時 間…午後１時～３時

場 所…十日市場地区センター 体育館

個人各々で受付をして下さい、無料です。

連絡先 佐藤 洋子 ☎９３５－７６５２

吹き矢を楽しむ会
期 日…９月１日(水）

時 間…午後３時～４時３０分

場 所…十日市場地区センター 会議室Ｂ

会 費…２００円

連絡先 田所 実 ☎ 070-4398-8458

ハンドベル ・ すみれの会

期日…９月１６日（木）

時間…午後1時15分〜4時

場 所…十日市場ケアプラザ

連絡先 諸 久子 ☎９８２－６１３０

アンダンテ（オカリナ）サークル

期日…９月１３日（月）

時間…午後 1 時１５分～

場所…十日市場ケアプラザ

連絡先 中山裕子 ☎９８１－８０８９

健康マージャン
期日…９月１３日（月）２７日（月）

時間…１２時〜午後５時位

場所…十日市場２街区集会所

会費…２００円

連絡先 平川業子 ☎090-8433-4330

み どり 童謡 を歌 う会

期日…９月２日（木）

時間…午後３時〜午後４時３０分

会費…３００円

場所…十日市場地区センター

： 連絡先 堀越 良枝 ☎ ９３４－２７８９

カラオケ同好会

コロナ禍の為、暫くお休みです。

連絡先 古野 幸子 ☎ ９３２－６２８３

毛 筆 楽 書 会

期 日…９月１日（水）で以後暫くお休みです

時 間…午後１時～３時

場 所…十日市場地区センター 工芸室

持ち物…筆、硯、文鎮、下敷

会 費：３００円／１回

連絡先 齋藤 照子 ☎ ０９０ー６００６ー１３３４

クレイ・クラフト・Ｋ（粘土細工）
期 日…９月９日（木） ２３日 （木）

時 間…12 時～午後３ 時

場 所…十日市場地区センター中会議室
会 費…５００円 （材料費含む）

連絡先：高橋恵子 ☎ ９８６－２３９１

初級将棋サロン
囲碁サークル

期 日…９月１９日（日）

時 間…12時１５分〜午後３時

場 所…十日市場地区センター会議室 Ｂ
会 費…２００円

連絡先 村井辰義(将棋）９３４－２６９０

麻生総一（囲碁）９３３－６０８５

横浜緑支部 ２０２１年９月サークル予定 １/２

下記の通りの日程ではありますが、コロナ禍がまだ油断できません。
中止なることもあります、ご承知おきください。



横浜緑支部 ２０２１年９月サークル予定 ２/２

川 柳 の 会
毎月県の新聞に数名載ってます。

期 日…９月１５日（水）

時 間…午後３時～１７時

場 所…十日市場地区センター 小会議室 A

会 費…１００円

連絡先 古野幸子 ☎ ９３２－６２８３

土恋（どっこい）緑

期 日… ９月２０日（月・祝）

時 間 … ９時〜

会 費… 会 員：１０００円 ／年

賛助会員：１０００円／ 年

連絡先 佐々木武 ☎ ０９０－６０２１－７５３３

リ・メイクサロン

期 日…９月１４日（火)

時 間…１２ 時 3 0 分～３ 時まで

場 所…十日市場地区センター工芸室

会 費…３００円

連絡先 高橋 恵子 ☎ ９８６－２３９１

民 謡 ふるさと会
期 日… ９月５日 (日）

時 間… １２時３０分 ～ 午後 ３ 時

場 所… 十日市場地区センター中会議室

会 費… ５００円（謝礼＆雑費）全員マスクか

フェイスシールド着用（用意あり）

指導者：荒井 誠 先生

連絡先 高橋 恵子 ☎９８６－２３９１

女 性 の 会
期 日… ９月２日（木）

時 間… 午後１時～３時

講師、諸久子さんより

輪踊りを教わります。

場 所…十日市場センター 和 室

費用…２００円

連絡先 堀越良枝 ☎ ９３４－２７８９

日本のお酒をこよなく愛する会
８月は感染拡大が酷く開催出来ず残念でした。

コロナの緊急事態宣言が継続の場合は中止します

期日：９月２８日（火） 午後５時～７時

場所：十日市場ヒルタウン２街区集会所

費用：１０００円

当日のつまみは皆で一品持ち寄りましょう

連絡先 齋藤 健 ☎ 080-5547-6606

菊谷 博明 ☎ 090-3579-4932

三 支部 合同 ウオ ーキ ング

「こどもの国散策 」

期 日…９月２０日（月・祝）
集 合…10時1５分 こどもの国 入口正面
持参…飲み物、敷物 （１２時頃解散）
かつては「日本最大の弾薬製造工場」陸軍「田名弾薬庫」第二次世界大戦中、
そして朝鮮戦争時米軍の弾薬庫だった跡地を整備。
１９６５年５月５日「こどもの国」として開園。

船 木 ☎ ０４５－９０１－６６７３

下記の通りの日程ではありますが、コロナ禍がひどくなる一方です。
中止になることもあります、ご承知おきください。


